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主な内容 
 

・町長へ建議書提出・・・・・・・２ 

・委員視察研修報告・・・・・・・２ 

・女性農業委員の活動・・・・・・２ 

・農業委員活動報告・・・・・・・２ 

・農地の貸借等情報について・・・３ 

・耕作放棄地再生作業の助成・・・３ 

・農業者年金制度・・・・・・・・４ 

・人・農地プラン・・・・・・・・４ 

【
新
規
就
農
者
の
情
報
を
交
換
・

共
有
す
る
組
織
を
設
立
】 

 

昨
年
か
ら
、
城
里
町
内
の
新
規

学
卒
就
農
者
・
Ｕ
タ
ー
ン
・
新
規

参
入
者
等
の
就
農
者
十
数
名
た

ち
が
、
悩
み
や
情
報
交
換
等
を

「
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

で
共
有
す
る
組
織
と
し
て
「
ホ
ロ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
ま

し
た
。 

今
後
、
情
報
交
換
会
を
随
時
開

催
し
、
各
会
員
の
や
り
た
い
こ

と
、
聞
き
た
い
こ
と
を
共
有
し
て

い
く
よ
う
で
す
。 

  

 

農地法の申請等の受付締切日は 

毎月 10日です！    

定例総会は、毎月 25日です。  
 

（受付締切日、定例総会ともに、土日祝日にあ

たる場合は、翌平日の開庁日となります） 

笠間普及センターでの研修の様子 

 

 

平
成
二
十
五
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
皆
様
方
に
は
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素

よ
り
本
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

震
災
か
ら
早
や
二
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
被
災
地

で
は
今
も
な
お
不
自
由
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
方
へ
思
い
を
心
に
と
ど
め
る
と
共
に
、
復
興
へ
の
道
の
り

が
確
か
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。 

 

一
方
で
昨
年
の
本
町
農
業
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
夏
の
猛

暑
と
干
ば
つ
に
よ
る
農
産
物
の
品
質
低
下
、
放
射
能
に
よ
る

出
荷
規
制
を
解
除
さ
れ
た
農
産
物
も
未
だ
に
風
評
被
害
を

受
け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
町
と
し
ま
し
て
も
県
・
関
係
団

体
と
も
連
携
し
て
販
売
促
進
や
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

我
が
国
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
規
模
拡
大
が
進
ま

な
い
中
で
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

に
よ
り
、
大
変
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い

た
し
ま
す
。
昨
年
末
の
国
政
選
挙
で
政
権
交
代
が
あ
り
、
国

内
農
業
に
と
り
ま
し
て
希
望
が
持
て
る
農
政
と
向
か
う
こ

と
を
願
う
も
の
で
す
。 

 

城
里
町
に
は
、
美
し
い
水
田
と
畑
が
あ
り
、
か
け
が
え
の

な
い
農
地
を
未
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
地
域
農
業
者

の
代
表
者
機
関
と
し
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
良
き
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
あ
い
さ
つ 

 
 
 

会
長 

富
田 

昇 
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平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九

日
、
富
田
昇
会
長
か
ら
阿
久
津
藤

男
町
長
へ
「
平
成
二
十
五
年
城
里

町
農
業
施
策
に
関
す
る
建
議
書
」

を
提
出
し
ま
し
た
。 

今
回
の
建
議
の
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。 

① 

東
日
本
大
震
災
等
被
害
に
対

す
る
復
旧
・
復
興 

② 

基
本
農
政
の
確
立
対
策 

③ 

農
地
の
保
全
と
有
効
利
用
対

策
確
保
対
策 

④ 

担
い
手
・
経
営
対
策 

⑤ 

地
域
振
興
対
策 

⑥ 

農
業
委
員
会
組
織
対
策 

       

 

  

   

 

  

去
る
平
成
二
十
四
年
十
一
月
六

日
に
山
形
県
天
童
市
農
業
委
員
会

の
耕
作
放
棄
地
解
消
の
た
め
の
優

良
事
例
の
取
り
組
み
を
、
七
日
に

は
同
県
Ｊ
Ａ
大
江
農
産
物
加
工
所

の
六
次
産
業
の
経
緯
と
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。 

天
童
市
片
桐
会
長
か
ら
、
耕
作

放
棄
地
は
市
民
に
地
域
全
体
の
問

題
と
し
て
認
識
し
て
も
ら
い
、
関

係
機
関
皆
で
調
査
解
決
す
る
こ
と
。 

農
産
物
加
工
所
で
は
、
地
元
農

協
婦
人
部
の
野
菜
切
れ
端
の
「
も

っ
た
い
な
い
運
動
」
が
、
認
め
ら

れ
首
都
圏
・
関
西
圏
へ
出
荷
し
成

功
し
て
い
る
こ
と
を
聴
き
ま
し
た
。 

            

二
日
間
有
意
義
な
研
修
が
で
き
、

今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
行
き
た

い
と
お
も
い
ま
す
。 

 

    

県
内
の
女
性
農
業
委
員
四
十
四

名
で
構
成
す
る
「
い
ば
ら
き
女
性

の
会
」
の
、
平
成
二
十
四
年
八
月

三
十
日
第
八
回
定
例
総
会
に
お
い

て
、
鯉
渕
善
子
委
員
が
副
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

                                

町
長
へ
の
建
議
書
提
出 

全国農業新聞を 

購読しましょう！ 

 

 全国農業新聞は、経営や暮

らしに役立つ情報がいっぱ

いの農業専門誌です。 

 発行日 毎週金曜日 

購読料 一カ月 600円 

申込み 各農業委員 

または農業委員会事務局 

委
員
視
察
研
修
の
報
告 

女
性
農
業
委
員
の
活
動 

農
業
委
員
活
動
報
告
（
六
月
～
十
二
月
） 

 

六
月 

十
八
日 

 

茨
城
県
農
業
会
議
第
一
四
六

回
臨
時
総
会 

二
十
一
日 

第
五
回
運
営
委
員
会 

二
十
五
日 

第
六
回
農
業
委
員
会
総
会 

七
月 

三
・
四
日 

中
央
地
区
農
業
委
員
会
総
会 

二
十
五
日 

第
七
回
農
業
委
員
会
総
会 

八
月 

七
日 

 
 

茨
城
県
農
業
会
議
定
例
総
会 

二
十
七
日 

第
八
回
農
業
委
員
会
総
会 

三
十
日 

 

い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の

会
総
会 

九
月 

二
十
五
日 

第
九
回
農
業
委
員
会
総
会 

十
月 

五
日 

 
 

平
成
二
十
五
年
度
国
県
農
業

施
策
県
知
事
へ
の
要
望
活
動 

十
六
日 

 

県
市
町
村
農
業
委
員
会
会

長
・
事
務
局
長
会
議 

二
十
五
日 

農
業
者
年
金
研
修
会 

 
 
 
 
 

第
十
回
農
業
委
員
会
総
会 

三
十
一
日 

新
任
農
業
委
員
研
修
会 

十
一
月 

六
・
七
日 

農
業
委
員
視
察
研
修 

十
五
日 

 

第
六
回
運
営
委
員
会 

二
十
六
日 

第
十
一
回
農
業
委
員
会
総
会 

十
二
月 

十
七
・
十
八
日
い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の

会
県
外
視
察
研
修 

二
十
五
日 

第
十
二
回
農
業
委
員
会
総
会 

天童市役所正面玄関前にて 

（前列 左から 2番目 天童市農業委員会会長） 

 

 

 

 

建
議
書
に

お
い
て
は
各

地
域
の
農
業

委

員

の

意

見
・
要
望
を

取
り
ま
と
め

て
作
成
し
、

総
会
で
決
定

さ

れ

ま

し

た
。 

 

阿久津町長に建議書を提出する富田会長 
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○
使
わ
れ
て
な
い
畑
・
水
田
等
（
耕

作
放
棄
地
）
を
農
地
と
し
て
活
用

す
る
場
合
に
、
助
成
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。 

○
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
果

樹
棚
の
設
置
や
市
民
農
園
等
の
設

備
費
用
も
助
成
の
対
象
で
す
。 

 <

条 
 

件>
 

・
土
地
の
所
有
者
に
代
わ
り
再
生

事
業
を
行
い
、
５
年
間
以
上
耕
作

す
る
こ
と
。 

・
再
生
作
業
を
行
う
経
費
が 

ア

ー
ル
あ
た
り
十
万
円
以
上
必
要
な

耕
作
放
棄
地
で
あ
る
こ
と
。 

・
農
振
農
用
地
内
の
農
地
で
あ
る

こ
と
。 

        

農地の貸借等情報   Ｈ24.12.1現在 

 

「後継者がいない」「高齢となり耕作できない」等の理由により、農地の貸付・売

却を希望する農地は年々増加しています。 

下表は、8月に行った農地法第 30条調査で「他の農家へ貸したい・売りたい」の希

望があった農地の情報です。そのほか、貸付希望カードの提出があった農地も含まれ

ています。 

 

常北地区 大　　字 地目 筆 面積（㎡） 大　　字 地目 筆 面積（㎡）
大　　字 地目 筆 面積（㎡） 田 22 17,113 高根 田 5 6,331

田 27 26,936 畑 17 16,540 畑 14 16,816

畑 97 119,473 田 32 28,824 阿波山 田 25 28,621

田 58 52,848 畑 55 57,658 畑 34 34,101

畑 81 90,453 桂地区 下阿野沢 田 12 10,195

田 16 14,723 大　　字 地目 筆 面積（㎡） 畑 17 17,387

畑 12 7,331 田 47 38,058 上阿野沢 田 18 24,015

田 43 33,417 畑 41 33,722 畑 32 37,118

畑 21 17,786 田 13 8,101 御前山 田 15 17,300

田 28 21,013 畑 44 49,028 畑 31 23,085

畑 45 38,536 田 26 28,848 七会地区

田 53 55,666 畑 54 51,933 大　　字 地目 筆 面積（㎡）

畑 90 87,026 田 20 18,728 徳蔵 田 8 9,365

田 14 12,432 畑 56 72,744 畑 11 11,922

畑 24 31,488 田 11 9,891 小勝 田 18 20,028

田 14 14,095 畑 44 51,070 畑 9 5,927

畑 7 8,029 田 3 1,255 塩子 田 20 19,714

田 29 26,944 畑 18 17,916 畑 14 13,061

畑 68 70,513 田 12 11,014 下赤沢 田 25 38,288

田 7 8,791 畑 22 25,449 畑 11 13,631

畑 7 6,918 岩船 田 7 4,185 上赤沢 田 3 2,827

田 6 5,339 畑 6 7,999 畑 12 15,145

畑 13 15,675

下古内

小坂

勝見沢

上古内

上青山

孫根

下青山

春園

磯野

高久

上入野

錫高野

上泉

粟

増井

北方

石塚

上圷

那珂西

下圷

「農業を始めたい！規模を拡大したい！」とお考えの方は、農業委員または農業委員会事務

局にお問い合わせください。 

 

 
～
～
耕
作
放
棄
地
を
農
地
と

し
て
活
用
す
る
取
り
組
み
に

助
成
が
あ
り
ま
す
～
～ 

 

 

助成内容や要件

等詳細について

は、耕作放棄地対

策協議会（町産業

振 興 課  電 話

029-288-3111 内

線 382）にお問い

合わせください。 
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日
本
人
の
平
均
余
命
は
、 

男
性
が
八
十
四
歳 

女
性
が
八
十
九
歳
で
す
。 

             

農
業
者
年
金
は
、
①
六
十
歳
未
満

で
②
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者 

③
年
間
六
十
日
以
上
農
業
に
従
事 

し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。 

 

農
業
者
年
金
の
内
容
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
地
区
農
業
委
員
ま
た

は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

                                

                                

                         

編
集
後
記 

 

昨
年
十
一
月
に
静

岡
県
で
開
催
さ
れ
た

「
お
米
日
本
一
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
、
本
会
の

富
田
昇
会
長
が
金
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
年
連
続
の
入
賞

を
果
た
し
、
城
里
町
の

お
い
し
い
お
米
づ
く

り
が
証
明
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
町
の
農

業
全
体
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
く
れ
れ

ば
と
願
う
も
の
で
す
。 

城里町農業委員会事務局 
〒311-4303 
城里町石塚１４２８－１ 
コミュニティセンター城里 
電話  029-288-3111 
（内線 361．362） 
FAX  029-288-2362 

★「人と農地の問題」を解決するための新しい支援事業が開始されました★ 

―人・農地プランを作成します― 

■はじめに■ 

農業を取り巻く状況をみると、高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加など「人と

農地の問題」があり、５年後、１０年後の展望が描けない地域が増えています。この

ような中、持続可能な力強い農業を実現するためには、基本となる人と農地の問題を

一体的に解決していく必要があります。 

■人・農地プラン■ 

人・農地プランとは、国が新たに策定した事業であり、人と農地の問題を解決する

ための未来の設計図です。地域ごとに「今後の中心となる経営体はどこか」、「中心と

なる経営体へどうやって農地を集めるか」などについて話し合い、プランを作成して

これからの地域農業のあり方を考えていただくものです。 

■人・農地プランに位置づけられると受けられる支援■ 

○青年就農給付金 

経営が不安定な就農直後の所得を確保する給付金を給付します。 

〇農地集積協力金 

人・農地プランに位置づけられた経営体に農地を貸し出す農家に協力金を交付しま

す。 

○スーパーＬ資金の金利負担軽減 

貸付当初５年間の金利負担を軽減します。（認定農業者の方） 

※給付金や協力金にはさまざまな条件があります。 

■城里町の進め方■ 

城里町内を７つの地区に分けてプランを作成する予定です。今後地区ごとに、関係

する農業者の皆様や農家の方々を対象に順次説明会を開催していきます。 

＜問い合わせ先＞ 

産業振興課 農地・農政グループ 電話 029－288－3111（内線 382） 

   関東農政局水戸地域センター 農政推進グループ 電話 029－221－2186 

老
後
の
備
え
は 

農
業
者
年
金
で
安
心 

農業者年金は終身年金 な

ので、 原則 65 歳 から 生

涯受け取ることができます。 
 

 

農業者の老後生活の収入は、 

国民年金 ＋ 農業者年金で 

しっかりカバーします。 


